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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
復
讐
者
の
曲
に
は
、
死
が
宿
っ
て
い
る
…
…
。



　
　
目
　
　
　
次
　
　

─
─
─
─
─

復
讐
慟
哭
シ
ン
フ
ォ
ギ
ア
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復
讐
慟
哭
シ
ン
フ
ォ
ギ
ア

　　
一
人
の
男
が
い
た
。

　
そ
の
人
間
は
宮
廷
楽
長
だ
っ
た
。
数
多
く
の
音
楽
家
た
ち
の
師
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
音
楽
史
に
名
を

刻
み
…
…
…
そ
し
て
慟
哭
に
満
ち
た
灰
色
の
軌
跡
を
た
ど
っ
た
者
で
あ
る
。

　
─
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
…
…
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
…
…
─

　
神
に
愛
さ
れ
し
者
と
友
誼
を
交
わ
し
…
…
そ
の
友
を
羨
み
、
だ
が
実
力
を
認
め
合
っ
た
。
神
才
の
、

偏
屈
で
変
態
的
な
性
格
に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
も
…
…
そ
れ
で
も
歌
と
音
楽
を
愛
し
合
い
、
研
鑽
し

合
っ
た
二
人
。

　
─
私
は
…
お
ぉ
ア
マ
デ
ウ
ス
…
…
私
は
…
…
─風

評
被
害

デ

マ

ゴ
ー

グ

　
だ
が
現
実
は
残
酷
だ
。
魔
女
狩
り
の
様
に
、

は
あ
っ
と
い
う
間
に
広
が
っ
て
行
く
。
不
協

和
音
…
雑
多
な
音
律
は
、
彼
の
脳
裏
と
心
に
苦
痛
を
刻
み
続
け
て
い
た
。

　
─
私
は
…
…
■
■
■
■
、
な
の
か
…
…
?
私
は
、
誰
だ
…
…
?
誰
な
の
だ
…
…
?
─

雑
音
ノ
イ
ズ

　
悪
意
あ
る
中
傷
に
よ
っ
て
、
在
り
方
を
捻
じ
曲
げ
ら
れ
た
者
。

ま
み
れ
の
こ
の
世
の
中
で
た
だ

ひ
た
す
ら
に
無
実
の
罪
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、
燎
原
の
火
に
焼
か
れ
て
、
歴
史
の
影
に
消
え
て
い
っ
た

…
…
。
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数
年
前
、
ロ
シ
ア
…
…
─
─
─
。

　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ケ
ー
ス
を
担
ぎ
、
一
人
の
少
女
が
雪
原
を
行
く
。
濛
々
と
巻
き
上
が
る
雪
化
粧
の
白

粉
。
そ
の
吹
雪
の
中
か
ら
、
微
か
な
音
楽
が
命
に
届
く
。

『
…
…
呼
ん
で
い
る
?
…
誰
が
。
…
…
で
も
、
懐
か
し
い
声
が
す
る
…
…
』

　
雪
原
を
走
り
、
遂
に
至
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
真
っ
黒
の
札
。
鎖
に
繋
が
れ
た
長
髪
の
男
が
描
か

れ
て
い
た
。

『
…
…
こ
れ
は
…
…
?
…
…
っ
う
ッ
!?
』

　
謂
わ
れ
な
き
暗
殺
伝
説
に
よ
っ
て
存
在
を
歪
め
ら
れ
続
け
た
彼
の
存
在
は
、
同
じ
く
神
に
愛
さ
れ
し

者
の
最
後
に
ま
つ
わ
る
伝
説
『
灰
色
の
男
』
と
…
…
そ
し
て
こ
の
世
界
の
子
孫
と
習
合
し
、
英
霊
と
し

て
現
界
を
果
た
す
。

　『
あ
…
…
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
!?
』

　　
哀
し
き
も
の
。
怒
れ
る
も
の
。
神
の
愛
し
子
を
殺
す
も
の
。
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丁
度
吹
雪
が
止
ん
だ
夜
。
見
上
げ
た
空
に
は
き
ら
き
ら
星
が
輝
い
て
い
た
。
ま
る
で
、
〝
狼
た
ち
が

住
ま
う
、
永
久
に
凍
え
付
い
た
帝
国
〞
の
最
後
の
夜
の
様
に
。
そ
ん
な
運
命
の
夜
に
、『
彼
』
と
引
き
合

い
し
人
間
と
は
…
…
。

　　　
時
は
移
ろ
い
、
現
在
。

　
人
々
は
別
の
雑
音
に
煩
わ
さ
れ
て
き
た
。
別
の
世
界
な
ら
ば
英
雄
王
が
持
つ
宝
物
庫
、
そ
の
中
か
ら

あ
ふ
れ
出
る
人
類
抹
殺
の
為
の
怪
物
。

「
…
…
煩
わ
し
い
な
」

　
灰
色
髪
の
女
が
そ
の
音
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進
め
る
。
縦
縞
の
入
っ
た
黒
い
ス
ー
ツ
に
、
首
筋
に
巻

い
た
血
の
様
に
赤
い
ス
カ
ー
フ
。
ど
こ
か
虚
ろ
な
瞳
を
前
方
に
向
け
な
が
ら
、
一
歩
、
ま
た
一
歩
と
足

を
踏
み
出
す
。
燎
原
の
様
な
道
路
を
歩
い
て
い
る
。
…
…
前
方
か
ら
は
我
先
に
と
逃
げ
去
る
民
衆
が
。

「
ア
マ
デ
ウ
ス
…
…
、
ヤ
ツ
は
ア
マ
デ
ウ
ス
…
…
。
奴
ら
は
忌
ま
わ
し
き
ア
マ
デ
ウ
ス
ゥ
ゥ
…
…
」

　
だ
が
、
彼
女
に
そ
ん
な
こ
と
は
関
係
な
い
。
人
波
を
掻
い
潜
り
、
彼
女
は
再
び
『
彼
』
と
な
る
。
歯

軋
り
と
共
に
復
讐
の
怨
嗟
を
ま
き
散
ら
す
。

「
ア
マ
デ
ウ
ス
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ゥ
ッ
、
モ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ツ
ァ
ル
ト
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ッ
ッ
‼
」

　
紅
蓮
の
炎
が
溢
れ
て
出
る
。
そ
の
姿
は
、
仮
面
の
男
に
な
っ
て
い
た
…
…
。
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　　「
ハ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
ァ
‼
」

　
少
女
た
ち
は
血
が
通
う
歌
で
世
界
を
護
る
。
ノ
イ
ズ
た
ち
は
己
が
身
体
を
塵
と
化
し
、
消
え
る
。
だ

が
、
そ
の
時
。

　
戦
場
に
歌
声
で
は
無
く
、
鎮
魂
の
曲
が
流
れ
だ
す
。

「
何
だ
…
…
こ
の
曲
は
…
…
」

「
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
レ
ク
イ
エ
ム
?
…
…
!
」

　
ノ
イ
ズ
た
ち
と
戦
っ
て
い
た
少
女
た
ち
は
、『
そ
れ
』
を
見
た
。
燎
原
の
火
に
塗
れ
た
、
救
わ
れ
ぬ
男

の
残
滓
に
し
て
復
讐
の
音
楽
家
を
。
指
揮
棒
を
振
る
う
様
に
剣
を
振
る
い
、
怒
り
の
ま
ま
に
殺
戮
を
す

る
そ
の
有
様
は
、
奏
で
る
者
達
と
は
決
し
て
相
容
れ
な
い
。

『
オ
ォ
ォ
…
…
オ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
ォ
‼
殺
す
‼
殺
す
ゥ
‼
』

　
痛
ま
し
い
も
の
を
見
る
眼
で
『
彼
』
に
顔
を
歪
め
る
少
女
、
立
花
響
。

『
私
は
、
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
奴
を
…
…
神
に
愛
さ
れ
し
者
を
…
…
!
』

「
…
…
そ
ん
な
の
、
無
い
よ
…
」

『
…
、
…
?
』

　
小
首
を
傾
げ
る
様
に
少
女
を
見
る
赤
い
外
套
の
男
。
心
底
理
解
で
き
な
い
、
と
言
う
よ
う
に
。
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「
そ
ん
な
簡
単
に
殺
す
な
ん
て
言
わ
な
い
で
よ
。
話
し
合
お
う
よ
!
私
は
貴
方
と
…
」

『
…
殺
す
』

　
ガ
ン
グ
ニ
ー
ル
の
少
女
の
声
を
遮
り
、
不
気
味
な
メ
ロ
デ
ィ
が
赤
黒
い
弦
か
ら
放
出
し
た
。

「
コ
イ
ツ
、
話
通
じ
な
い
の
か
よ
!?
」

　
音
と
共
に
、
灰
色
の
外
套
の
集
団
が
出
現
す
る
。
槍
と
猟
銃
を
持
っ
た
…
…
伝
説
の
亡
霊
た
ち
で
あ

る
。

『
殺
す
』

　
灰
色
の
男
た
ち
が
離
散
し
、
各
奏
者
や
ノ
イ
ズ
た
ち
と
混
戦
に
な
る
。
そ
の
合
間
を
縫
っ
て
凄
ま
じ

い
敏
捷
性
で
接
近
し
て
く
る
赤
コ
ー
ト
の
怪
人
。
そ
の
手
で
以
っ
て
振
る
わ
れ
る
剣
は
寸
分
た
が
わ

ず
…
…
。

『
殺
す
!
』

「
そ
れ
は
シ
ン
フ
ォ
ギ
ア
で
は
無
い
な
…
…
!
」

　
ガ
リ
ン
、
と
酷
く
耳
障
り
な
音
を
立
て
、
風
鳴
翼
の
刀
と
鍔
迫
り
合
い
と
相
成
っ
た
。

「
お
前
は
何
を
纏
っ
て
い
る
…
…
!?
お
前
は
一
体
何
者
だ
!?
」

『
…
…
私
は
、
死
だ
』

　
死
に
神
は
嗤
う
。
現
代
に
蘇
っ
た
灰
色
の
男
は
雑
音
共
を
薙
ぎ
払
う
。

神
に
愛
さ
れ
し
も
の

終

わ

り

告

げ

る

も

の

『
私
は
、

を
殺
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
』
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防
人
の
剣
と
死
に
神
の
剣
が
、
そ
の
在
り
方
を
衝
突
さ
せ
る
。

『
…
…
我
が
名
は
〝
サ
リ
エ
リ
〞
』

「
サ
リ
…
…
…
…
エ
リ
…
…
さ
ん
?
」

『
…
…
い
い
や
、
違
う
!
』

「
ほ
へ
?
」

　『
私
は
…
…
私
は
一
体
誰
な
の
だ
…
…
…
…
─
─
─
』
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